
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

公民館だより 第４９５号 

令和 6年 2月 1日 

発 行 中川地区公民館 

℡.Fax：６７９－２５０１ 
 

参加者募集 

スポーツ麻雀愛好会  
     （木曜日） 
     （土曜日） 
             
 

 

2/15 
2/10、24 
 

 

【一般講座】 

3/1(金) 
3/4(月) 
 
3/5(火) 
3/6(水) 
3/8(金) 
3/11(月) 
3/12(火) 
3/13(水) 
3/19(火) 
 

市報・館報・福祉村だより 
施設訪問 
会長会・公民館運営協議会 
そば打ち教室 
中川食改総会 
パソコンクラブ 
中川地区監査 
一般講座「春のフラワーアレンジメント」 
会長会・公民館運営協議会 
令和６年度新会長会顔合会 
 
 

2/6、13、20 
 
2/1、8、15、22、29 
 

 

詩吟教室 （火曜日）   
ラージピンポン愛好会 

（木曜日）   

 

 

 

日 時：2月 20 日（火）中川地区公民館８：45 集合  

９：00 出発 16：30公民館着予定 

内 容：映画「身代わり忠臣蔵」（フォーラム山形） 

    昼食「味工房すず」 

    見学「山形県郷土館 文翔館」 

参加費：2,500円（つり銭のないようにお願いします） 

対 象：中川地区民  

定 員：先着 20 名限定 

締切日：2月 9 日（金）までとしますが、 

定員になり次第、受付終了となります。 

申込方法：電話か来館にて、名前、住所、電話番号を 

お知らせください。 

 

 

 

2 月・3 月 行事予定 

お申込み・お問合せ：中川地区公民館（☏679-2501） 

2/1(木) 
2/2(金) 
2/3(土) 
2/9(金) 
2/13(火) 
2/16(金) 
 
2/17(土)  
2/20(火) 
 
2/27(火) 
 

市報・館報 
予算審議会・三者会・会長会 
笑いと健康のつどい 
出前スポーツ教室「ヨガ＆リンパケア」 
そば打ち教室 
パソコンクラブ 
子ども会育成会反省会 
主事部・体育部反省会 
一般講座（館外講座）「芸術鑑賞」 
（職員不在時間あり） 
粋いき俱楽部（職員不在時間あり） 
 

日 時：3月 12 日（火） 

10：00～12：00 頃 

場 所：中川地区公民館 集会室 

講 師：つかさ花店さん 

内 容：春の生花を使ったアレンジ 

持ち物：花切はさみ、持ち帰り用袋 

材料費：2,500円 

（つり銭のないようにお願いします） 

対 象：中川地区民 

定 員：20名程度 

締切日：2月 15 日（木） 

 

 ※今回のアレンジとは

違いますが、令和４年

３月の作品です。 



１月９日（火）、令和６年「中川地区新年祝賀会」が、上山市長はじめ多くの来賓の方々をお迎えして

開催されました。冒頭に令和６年能登半島地震により亡くなられた方々に黙祷を捧げた後、仙石地区の

佐藤 修司地区会長の司会進行により、市民憲章の唱和、中川地区会長会 鈴木 英明会長の主催者挨拶が

行われました。また、中川地区表彰では、クアの道高野及びクアパーク高野の環境美化及び公園の整備

に尽力されました、高野地区の 樋口 誠一 様（故人）に感謝状が贈られ、後日公民館において、ご家

族に贈呈いたしました。（写真右下）大変感謝申し上げます。続いて、山本市長、遠藤県議会議員より来

賓を代表してご挨拶を頂戴いたしました。その後、高野地区の山口 博之さんにお謡を、薄沢地区の齋藤 

陸州さん（齋藤 秀雄さん）に祝吟を披露していただき、新春にふさわしく厳かな雰囲気となりました。

その後は皆様和やかに歓談され、最後に、中川地区のますますの発展を祈念し、山田 君夫館長の音頭に

より万歳三唱にてお開きとなりました。これからも中川地区がますます活性化していけるよう知恵を絞

って、今年もできることを精一杯やっていきたいと思っております。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月 26 日（火）４家族８名の参加と

そば会員８名 計 16 名の参加で『そば打

ち体験教室』を開催しました。材料の計量

からいざスタートへ！！会員さんが先生

となって、混ぜるこねる伸ばすと工程を進

んでいきました。コツを掴むのがとても早

く感心してしまいました。いよいよ最後の

切り方へ。見たことのない包丁と包丁の重

さがずっしりとあり、ゆっくりと時間をか

けて丁寧に切っていき麺が完成しました。

『わぁ～出来た～♪』の笑顔がとても良か

ったです。お忙しい中、同伴して下さった

保護者の皆さん、並びにそば会員の皆さ

ん、最後までお手伝いいただき、ありがと

うございました。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

１月 23 日（火）、一般講座「コーヒーの美味しい淹
れ方教室」が、（株）東北萬国社の古山 寛之さんを講師
にお迎えして開催されました。コーヒー豆の香ばしい香
りが漂う中、お湯の温度や抽出時間などにより、苦みや
酸味が異なることを学び、実際にやってみてその違いを
実感することができました。また、いろいろな国のコー
ヒーを飲み比べた後、気に入ったコーヒーをケーキと一
緒にいただき、幸せいっぱいの時間となりました♪ 

粋いき倶楽部 「だんご木飾り作り交流会」
 １月 10 日（水）、中川小学校１年生４名・山

形盲学校の児童３名と中川粋いき倶楽部会員に

よる「だんご木飾り作り交流会」が中川小学校の

家庭科室で開催されました。「だんご木飾り」は、

小正月（１月15日）に秋の豊作などを願って行

われる伝統行事です。粋いき俱楽部の会員さん達

が、前日から楽しみにしていた１年生と一緒に、

だんごの粉に水を入れて混ぜ合わせ、食紅で色を

つけてこねていきました。児童の皆さんは、楽し

みながら一生懸命取り組んでいました。丸めただ

んごを茹でて冷ました後、ふれあいホールに移動

して、地区の方からいただいた立派なミズキ（水

木）に、だんご、麩菓子の鯛飾りや繭玉、１年生

が作った折り紙飾りを飾っていき、見事なだんご

木が完成しました！！がんばって作ってくれた

児童の皆さん、参加していただいた粋いき倶楽部

の皆さん、本当にありがとうございました。 

 

 

出前スポーツ教室    

１月19日（金）、出前スポーツ教室２回目「足腰
元気体操」が、ロコモ予防として足腰の筋力とバラ
ンス能力の維持改善メニューで開催されました。色
分けされた輪の中を、数や色を指定されて頭も使い
ながら歩くことでバランス能力を鍛えたり、スクワ
ットを多く取り入れている「花の山形！しゃんしゃ
ん体操」で、楽しく筋力アップができ、体がぽかぽ
かになりました。 

上山市少年少女ミニバスケットボール大会
 １月１3日（土）、三友エンジニア体育文化センター
にて、第 42 回上山市少年少女ミニバスケットボール
大会が４年ぶりに開催されました。中川地区からは男
女混合『中川ファイヤーズ』として、10名の児童が参
加しました。結果は残念でしたが、チームの雰囲気が良
いということで、特別賞としてグッドファイト賞をい
ただきました。チームメイトを思う気持ちなどが評価
されたのではないかと思います。この大会にあたり、事
前練習の指導をしていただいた中川こまくさクラブの
木村さん、御協力していただいた保護者の皆さん、監
督、コーチ、マネージャーの皆さんありがとうございま
した。そして何よりも子ども達、頑張りましたね！！ 
 
 
 

 
【一般講座】 

 



 
 

 
 

    

 お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
八
十
四
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

  

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 

昭
和
六
年
九
月
一
八
日
午
後
一
〇
時
二
〇
分
頃
、
関
東
軍
独

立
守
備
歩
兵
大
隊
が
南
満
州
鉄
道
奉
天
駅
の
北
方
約
八
キ
ロ
の

柳
条
湖
で
、
線
路
を
爆
破
す
る
事
件
を
敢
行
し
ま
す
。 

 

の
ち
に
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
関
東
軍
が
満
州
に
進
攻
し

「
満
州
事
変
」
に
発
展
し
ま
す
が
、
本
稿
で
は
、
軍
が
そ
の
暴
挙

を
後
押
し
し
た
状
況
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。 

  

〈
事
変
直
後
の
対
応
〉 

 

事
件
発
生
の
翌
一
九
日
午
前
七
時
、
陸
軍
省
・
参
謀
本
部
合 

同
の
省
部
首
脳
会
議
が
開
か
れ
対
策
を
協
議
し
、
小
磯
軍
務 

局
長
が
「
関
東
軍
今
回
の
行
動
は
全
部
至
当
の
事
な
り
」
と
発 

言
、
一
同
異
議
な
く
、
閣
議
に
兵
力
増
派
を
提
議
す
る
こ
と
に 

な
っ
た
。 

こ
の
決
定
を
受
け
、
作
戦
課
で
は
朝
鮮
軍
よ
り
の
応
急
派 

兵
、
姫
路
第
一
〇
師
団
の
動
員
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
午
前 

八
時
半
、
林
銑
十
郎
朝
鮮
軍
司
令
官
（
写
真
①
）
よ
り
、
混
成 

旅
団
（
平
壌
）
を
奉
天
方
面
に
出
動
さ
せ
る
よ
う
準
備
中
と
の 

報
告
が
入
っ
た
。 

           

し
か
し
、
国
外
派
兵
は
、
陸
相
・
参
謀
総
長
の
み
な
ら
ず
内 

閣
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
う
え
で
天
皇
の
裁
可
と
奉 

勅
命
令
の
下
達
を
必
須
と
し
た
。
ま
た
そ
の
た
め
の
経
費
支 

出
を
閣
議
に
お
い
て
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

〈
閣
議
で
不
拡
大
方
針
を
決
定
、
旧
態
復
帰
を
指
示
〉 

そ
こ
で
参
謀
本
部
は
、
朝
鮮
軍
の
独
断
的
行
動
は
妥
当
で 

は
な
い
と
し
て
、
部
隊
の
行
動
開
始
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
指 

示
し
、
満
州
へ
の
越
境
派
兵
に
つ
い
て
至
急
閣
議
の
了
承
を 

得
よ
う
と
し
た
。 

だ
が
、
午
前
一
〇
時
か
ら
開
か
れ
た
閣
議
で
は
、
幣
原
外 

 

36 

州
の
占
領
や
満
蒙
領
有
な
ど
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で 

あ
る
。） 

翌
九
月
二
〇
日
午
前
一
〇
時
よ
り
、
杉
山
次
官
ら
三
官 

衛
首
脳
が
会
合
し
、
満
蒙
問
題
の
一
併
解
決
を
期
し
、「
軍 

部
案
」
に
同
意
し
な
い
場
合
に
は
、「
政
府
が
倒
壊
す
る
も 

毫
も
意
と
す
る
所
に
あ
ら
ず
」
と
の
方
針
、
お
よ
び
旧
態
復 

帰
拒
否
が
確
認
さ
れ
た
。 

一
方
、
一
夕
会
の
永
田
鉄
山
ら
軍
事
課
は
、
こ
の
「
善
後 

策
」
を
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
「
時
局
対
策
」
を
策
定
し
、 

三
長
官
会
議
（
南
陸
相
、
金
谷
参
謀
総
長
、
武
藤
教
育
総
監
） 

の
承
認
を
得
た
。 

そ
れ
は
、
事
態
不
拡
大
の
閣
議
決
定
に
こ
と
さ
ら
反
対 

す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
軍
の
行
動
と
は
別
個 

の
問
題
で
あ
り
、
軍
は
任
務
達
成
の
た
め
情
勢
に
応
じ
、 

「
適
宜
の
措
置
」
を
と
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
り
、「
中
央
に 

お
い
て
そ
の
行
動
を
拘
束
せ
ず
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

九
月
二
一
日
午
前
一
〇
時
よ
り
午
後
四
時
に
わ
た
り
閣 

議
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
は
、
満
蒙
問
題
の
一
併
解
決
に
意
見 

一
致
を
み
た
が
、
関
東
軍
の
態
勢
（
現
状
維
持
か
旧
態
復
帰 

か
）
や
朝
鮮
軍
か
ら
の
増
兵
派
遣
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に 

は
何
ら
決
定
し
な
い
ま
ま
散
会
し
た
。 

〈
関
東
軍
の
独
断
派
兵
〉 

九
月
一
九
日
の
夕
方
、
本
庄
関
東
軍
司
令
官
は
、
石
原
参 

謀
ら
の
起
案
に
基
づ
き
、
朝
鮮
軍
の
満
州
派
遣
に
応
じ
て
、 

北
満
ハ
ル
ビ
ン
や
吉
林
へ
の
派
兵
準
備
の
た
め
、
長
春
に 

兵
力
を
終
結
す
る
こ
と
、
西
方
へ
の
遼
河
渡
河
点
を
確
保 

す
る
た
め
、
満
鉄
本
線
西
部
の
新
民
屯
等
を
占
領
す
る
こ 

と
。
北
西
線
の
港
南
付
近
を
占
領
し
、
満
鉄
培
養
線
の
四
平 

街
・
兆
南
線
を
守
備
す
る
こ
と
、
な
ど
の
命
令
を
発
し
た
。 

し
か
し
、
朝
鮮
軍
派
遣
が
軍
中
央
に
よ
っ
て
差
し
止
め 

ら
れ
、
翌
朝
、
長
春
へ
の
兵
力
集
結
は
実
行
さ
れ
た
が
、
そ 

の
他
の
占
領
は
中
止
と
な
っ
た
。 

 

石
原
・
板
垣
は
、
当
初
か
ら
全
満
州
の
軍
事
占
領
を
企
図 

し
た
が
、
張
学
良
の
指
揮
す
る
東
北
辺
防
軍
の
総
兵
力
は 

約
四
五
万
人
、
関
東
軍
は
約
一
万
人
で
あ
り
、
朝
鮮
か
ら
の 

兵
力
増
援
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
。（「
昭
和
陸
軍
全 

史
Ⅰ
」
川
田
稔
著
、
講
談
社
現
代
新
書
よ
り
） 

 

（
次
回
は
、
朝
鮮
軍
の
独
断
越
境
、
内
閣
の
追
認
に
つ
い
て 

記
述
す
る
予
定
で
す
。） 

  
 

 
 

      
 

 

相
か
ら
関
東
軍
の
計
画
的
な
工
作
を
疑
わ
せ
る
情
報
提
供 

が
な
さ
れ
、
南
陸
相
に
よ
る
事
態
報
告
に
懐
疑
的
な
雰
囲
気 

と
な
っ
た
た
め
、
陸
相
は
、
関
東
軍
増
援
（
朝
鮮
軍
派
兵
） 

を
提
議
で
き
ず
、
事
態
不
拡
大
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。 

午
後
二
時
よ
り
、
陸
軍
三
長
官
会
議
が
開
か
れ
、
そ
こ
で 

も
不
拡
大
方
針
を
決
定
、
南
陸
相
自
身
も
そ
れ
に
同
意
し 

た
。
こ
れ
を
受
け
、
金
谷
参
謀
総
長
は
、
参
謀
本
部
長
会
議 

で
、
旧
態
復
帰
を
部
内
に
指
示
し
た
。
ま
た
本
庄
繁
関
東
軍 

司
令
官
（
写
真
②
）
に
対
し
て
も
、
事
件
処
理
に
関
し
て
は 

「
必
要
の
度
を
超
え
ざ
る
」
主
旨
に
よ
り
善
処
す
る
よ
う
訓 

電
を
発
し
た
。 

 
          

〈
幕
僚
層
が
反
発
、
旧
態
復
帰
拒
否
を
申
し
合
わ
せ
〉 

し
か
し
、
そ
の
後
作
戦
課
は
、
参
謀
総
長
の
指
示
に
反
す 

る
内
容
の
「
満
州
に
於
け
る
時
局
善
後
策
」
を
作
成
し
、
参 

謀
本
部
内
の
首
脳
会
議
（
次
長
部
長
ク
ラ
ス
）
の
承
認
を
得 

た
。 こ

の
「
善
後
策
」
は
、
軍
の
態
勢
を
旧
状
に
復
帰
さ
せ
る 

こ
と
は
「
断
じ
て
不
可
」
で
あ
り
、
現
状
を
維
持
す
べ
き
で 

あ
る
。
も
し
現
状
維
持
を
内
閣
が
認
め
な
い
よ
う
な
ら
陸
相 

は
辞
職
す
べ
き
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
政
府
の
瓦
解
」
が
生 

じ
て
も
、
い
さ
さ
か
も
懸
念
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
満 

州
諸
懸
案
、
中
村
大
尉
事
件
、
満
鉄
爆
破
事
件
の
「
一
併
」 

解
決
（
一
括
解
決
）
を
中
国
側
に
迫
る
こ
と
を
、
陸
軍
大
臣 

は
「
最
後
の
決
意
」
を
も
っ
て
閣
議
に
提
起
す
べ
き
だ
、
と 

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
手
段
と
し
て
、「
国
家
永 

遠
の
た
め
陸
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
断
固
す
」
と
の
意
志
も 

示
し
て
い
る
。（
た
だ
し
、
一
夕
会
で
は
な
か
っ
た
今
村
作 

戦
課
長
は
、
満
蒙
諸
懸
案
な
ど
の
一
併
解
決
以
上
に
、
全
満 

（写真①） 

（写真②） 


